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中国における小地域都市統計を用いた
地域構造分析
ー水資源・環境に関する動向を事例として一
坪井塑太郎
要旨 中国では， 1988年に「中華人民共和国水法」が制定され，同法により水資源の
保護，管理．洪水災害対策が開始された。しかし，急速な経済発展が始まる 1990年代
半ばには既に，水不足に関する課題が，同国の中長期的な経済成長の阻害要因になると
指摘されていた。こうした状況を受けて， 2000年代になると．同法は水資源環境に配
慮して改正される。これによって，節水の励行や節水技術の開発．水の需要抑制， リサ
ィクル，節水瀧漑などが規定・採用されるようになっている。
既往の中国に関する研究では，ー級行政区（省・直轄市・自治区）単位の統計データ
に基づいた．マクロ的な把握に留まる分析が多かった。より詳細な分布特性や地域間相
互の関係を把握するためには，下位の行政単位を対象とした分析が不可欠である。そこ
で，本研究では中国の行政単位のひとつである「地級市」（二級行政区）に着目し，
GIS (Geographic Information System :地理情報システム）を用いて．中国の水資源を
事例として小地域都市統計レベルでの検討を試みた。この作業は同時に，外国地誌研究
における小地域統計情報の利用にあたって， GISを用いて分析する研究手法の有効性を
検討する試みでもある。
分析の結果，次のことが明らかとなった。中国は全体の水資源量は小さくないが，降
水量・水資源とも分布が不均ーであることに加えて．一人当たり水資源量では世界平均
の3分の 1程度にとどまり，「軽度の水不足国」である。こうした事態に対して，中国
は2002年に「南水北調」の事業に着工し，2008年には一部で通水している。今世紀に入っ
て，急速な経済成長に伴って，内陸都市の都市化・工業化などが進展して，水の需要が
増大している。北京市およびその周辺地域の小地域都市レベルにおいても生活用水量の
増加がみられた。このように同事業による一定の効果が観察された。 1998年以降事
実上市場化された中国の水道事業では，料金の地域間格差がみられた。特に大都市では
近年，水道料金の大幅値上げが実施されている。中国国内の水道料金の変動や地域間の
特徴の背景には同地域における水資源量とも関連性があることが示唆された。外国地
誌研究における小地域統計情報の利用に関しても，国別行政界地理情報データベース：
GADM (the Database of Global Administrative Area :国別行政界地理情報データベー
ス）を用いた GISの援用が，より詳細な行政区単位で分析するための基盤地図データ
の作成および分析方法の有効性が示された。
キーワード：南水北調水資源，地理情報システム．地級市，小地域都市統計，中華人
民共和国
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1. はじめに
現在の中国の経済発展は，世界経済を牽引する存在として知られる。同国におけるその急速
な発展が始まる 1990年代半ばには既に，将来の経済成長が制約される要因として，食糧や工
ネルギー，環境などの問題が議論されてきている (OECF,1995)。井村ほか (2001)では，
急増する石油需要が経済成長の阻害となることや，政情不安等を引き起こす可能性が示唆され
ているほか，石炭消費の継続による都市域における大気汚染の深刻化や，広域的な酸性雨問題，
地球温暖化などの要因となることなどが提示されている。さらに， 2000年代以降に課題とし
て登場してきたもののひとつとして，水供給量の不足や水質汚染など，水資源に関する項目が
挙げられる。中国はその地勢上，降水量，水資源分布は不均ーであり，特に南北間において
水資源格差が大きく，古くから首都・北京市を含む北部地域では深刻な水不足が指摘されてき
ている（池田 1991;播磨， 1996; Liu et al, 1985 ; Chen, 1985)。
2000年における WorldResources Instituteによる統計において，中国における年平均降水
量は660mm, 年間総降水量に換算すると 6,334億 m3である。降水量から蒸発散量を減じた水
資源賦存量は 2,812億 m3であり，ほぼ同じ国土面積を持つ米国の 2,460億m円カナダの 2,740
億 m3と比肩する。しかし，人口規模を勘案した中国の一人当たりの水資源賦存量は， 2,201mツ
年にとどまっている 。これは世界平均の7,044m3/年の約 30%に過ぎない。中国は，国連食糧
農業機関 (FAO)の定める基準によれば「軽度の水不足国」とされている。
こうした事態に対し，中国政府は，第 10次5ヶ年計画 (2001年～2005年）において南部
の揚子江（長江）から北部地
域へ導水する「南水北調」が
計画決定され， 2002年に西
線中線東線の 3路線から
なる導水工事（第 1図）が着
工された。
西線プロジェクトは西北地
区と華北の一部地区の渇水問
題を解決する水利工事であ
り，供水（日本における「給
水」に相当。以下，中国語表
記に従う）範囲は青海回族自
治区，甘粛省，寧夏回族自治
区，映西省，内蒙古自治区
。二゜km
第1図 南水北調における引水路線
賓料 ：中国水利部水文局編 「水情年報2004」（中国水利水電出版社）を
もとに，筆者作成
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山西省である。中線プロジェクトは，揚子江支流の「漢江」丹江ロダムより取水し，唐白河平
原北部及び黄淮海平原の西部縁に沿って輸水路の主水路を敷設し，自然流下式によって終点の
北京市に到達する水利工事である。本プロジェクトによる供水範囲は，沿線の湖北省，河南省，
華北省，天津市，北京市であり，その用途は，都市生活用水・工業用水・農業用水の全般に及
ぶ。東線プロジェクトは，揚子江下流から取水し，基本的には 6世紀末から 7世紀初頭にかけ，
隋代に建造された「北京ー杭州大運河」に沿って段階的に水を引き上げ，黄河，淮河，海河平
原に引水し，天津市に到達する水利工事である。これら一連の事業により， 2008年の北京五
輪開催時には既にその一部が通水している。
こうしたプロジェクトにもかかわらず，今後においても中国国内における内陸地域の都市化，
工業化の進展に伴い水需要の増加が想定される。既往研究においては，マクロ視点での中国に
おける水需要の将来予測などに関する知見が蓄積されてきているが，サブナショナルなスケー
ル，なかでも省・直轄市， 自治区レベルよりも下位の地域スケールについては詳しい知見が得
られていない。そこで，本研究では，より下位の行政区を単位として，主に生活用水に着目し，
量的な変動のほか，水道料金の地域的特徴について，ミクロ視点での検討を試み，水資源の地
域構造に関する時系列・定量的把握を通して現状と課題を明らかにすることを目的とする。研
究にあたっては，中国国家統計局が発行する，地級市単位での統計が掲載されている「中国城
市統計年鑑」を主として用いて年次データを収集した。併せて，北京市，上海市において政府
機関，大学などの研究機関への照会， ヒアリングを含む現地調査を実施した。
近年，中国ではインターネットを通じて地域統計データの公開が進んでおり，従前に比べそ
れらの情報は容易に得られるようになってきている。しかし，同統計データは一級行政区（省・
直轄市・自治区）単位で行われているものが多く，それらからはマクロ的な動向把握は可能で
あるものの， より詳細な分布特性や地域間相互の関係性の把握のためには，下位の行政区単位
を対象とした分析が不可欠である。本研究では中国の行政単位のひとつである「地級市」（ニ
級行政区）及び経済地区に着目し， GIS（地理情報システム）を用いた地域構造と域内動向の
検討を試みる。
海外における地誌研究においては，主として，フィールドワークによる現地調査において，
得られた情報や関係者からのヒアリング調査の併用・補完により地理的特性が記述的に研究さ
れてきた経緯がある。これらの研究方法のなかでは， リモートセンシングなどの衛星画像によ
る解析と異なり，特に行政界による集計単位での分析を要することから，紙地図からデジタイ
ザを用いて GISデータベースを作成し，検討を行った研究がある（佐藤ほか， 1997；佐藤ほか，
1999)。これに対して， 2009年に，米国Universityof California, BerkeleyのRobertHijmans 
を中心とする研究チームにより作成された GADM(the Database of Global Administrative 
Area:国別行政界地理情報データベース：https:// gadm.org/）では，国別・行政階層別のデー
127 
坪井塑太郎
タが，各種GISフォーマットで公開されたことにより，地域分析に際しての利便性が急速に
向上している。
本研究では中華人民共和国を事例として，外国地誌の統計情報に対し， GISを用いて分析す
る研究手法の有効性を検討すると同時に，外国地誌に関する応用研究の課題についても併せて
検討を行う。データ解析のための地域データベースの構築にあたり，下位の行政領域の集合体
が上位の行政領域となる集成機能 (Aggregation)が不可欠であり，本研究においては，導入
コストと操作性を勘案し，フリー GISソフト， MANDARAVersionlOを用いた。
2. 中国における水資源管理と政策
中国における水資源管理項目には，治水・洪水防止，水資源不足解消，水土流出防止，水質
汚濁防止などが掲げられている。特に黄河中流域においては，建国以来，流域の災害リスクの
軽減を含む治水・洪水防止と，電力確保にむけた発電用の大型ダムの建設が国家の重点プロジェ
クトとして位置づけられ， 1960年には河南省と山西省の省境に位置する三門狭ダムが竣工し
ている。しかし， 1990年代に入り，黄河断流に代表される北部地域での水不足問題が顕在化
しはじめると，中国政府は，従来までの政策を転換し，農業用水や都市用水の確保を視野に入
れた水の需要抑制や生態系保全の強化などを含む総合的な流域水資源管理政策の推進に着手し
ている。
中国では水管理に係る法的な枠組みとして 1988年に「中華人民共和国水法」が制定され，
これに基づいて水資源の利用，保護管理，洪水対策などの施策が実施されている。 2000年
代にかけて，同法は特に水質汚染対策に関する項目において改正や追加が行われたほか，水資
源の維持・確保の観点から，節水の励行や節水型先進技術の開発，再生水や節水瀧漑に関する
規定も行われていることが特徴として挙げられる。このほか， 1994年に制定された「城市供
水条例」においては，都市部に対する供水事業の推進や，地下水利用の合理化や生活用水の優
先確保が規定され， 1998年の「城市節約用水管理規定」では，節水の一層の強化が定められ
ている。
3. GIS ・DATABASEの構築
3.1 基盤地図データ作成
本研究では，地域統計データの分析にあたって， GIS・地理情報システムを援用する。近年
のコンピュータプログラムの構造・構成法においては，関連するデータの集合体とそれを操作
する手続きを「オブジェクト (Object)」と呼ばれるひとまとまりの単位として一体化し，こ
の組み合わせでプログラムを記述する手法が一般化してきている。こうした手法は，オブジェ
クト指向プログラミング (ObjectOriented Programming)と呼称され，オブジェクトの定義
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とオブジェクト間の相互作用を記述することによりプログラムが構築されることが特徴となっ
ている。 GIS・地理情報システムの分野においても地物のモデリングは地理情報標準プロファ
イルJPGISにみられるようにオブジェクト指向に基づいて設計され，これと親和性の高い
XML形式で記述されるようになってきている（碓井， 2003)。
現実の地理空間では，行政界において下位の階層から上位の階層にかけて「町丁目」「市区
町村」「都道府県」として構成されており，下位の領域の集合体が上位の領域になっている。
こうした地理的な階層を考慮した事例には，他にも保健医療の分野における「医療圏」や経済
地理学の分野における「経済圏」などが挙げられる。 GISは，こうした階層領域を持つ概念を
反映させた地域分析を行う際に有効なツールである。なかでも，地理情報分析支援ソフト
(MANDARA)は， フリー（無料）かつハンドリングの利便性を兼ね備えた GISとして，広
く利用されており， 2007年に公開された Version9.0以降ではオブジェクト指向の概念のひと
つである「集成」機能が搭載された。集成 (Aggregation) とは，あるクラスが別のクラスの
構成要素の一部となっている関係（谷， 2009)であり，これにより，様々な地域ユニットを対
象とした分析が可能になっている。
本研究において分析対象とする中国の行政界は，「省級」（ー級行政区）の下位に「地級」，「県
級」，「郷級」の順に 4階層で構成されている。また，「省級」と同等の行政界として，北京市，
天津市，上海市，重慶市の4つの「直轄市」と，新彊維吾爾自治区，内蒙古自治区，寧夏回族
自治区，西蔵自治区，広西壮族自治区の 5つの「自治区」があり，全部で31（台湾・香港・
澳門を除く）の一級行政区が存在する。本研究で分析の主単位とする「地級」 (Prefecture
Level city)は，省級 (ProvinceLevel) と県級 (Community-levelcity)の中間にあたる行政
界，すなわち二級行政区として 1983年に制度化され，地方自治のユニットとして機能している。
一方，中国の地域分類として，既往の研究においては，各省の地理的位置関係から， 3分類（東
部・中部・西部）や， 4分類（東部，東北部，中部，西部）， 6分類（東北，華中，華北，華南，
西北，西南）などが提唱されてきているが，本研究では，中国国務院発展研究中心により
2008年に提示された「地区協調発展的戦略和政策」の中で提唱された経済的結束関係を考慮
第1表 中国の経済区と省級・地級・県級市数一覧
経済区 省名称
北部沿岸総合経済区 北凩市／天津市／河北省l山東省
黄河中滸総合経済区 映西省l山西省l河南省l内蒙古
東北総合経済区 遼寧省l吉林省／黒竜江省
東部沿岸総合経済区 上海市／江蘇省l浙江省
長江中湘総合経済区 湖北省l湖南省l江西省l安徽省
南部沿岸総合経済区 広東省l海南省l福建省
大西北総合経済区 甘粛省l青海省l寧夏l西蔵l新彊
大西南総合経済区 雲南省l貴州省l四川省l重慶市l広西省
総計
資料：「中国城市統計年鑑 (2011)』をもとに筆者作成
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した8分類を用いて分析を行った（第1表・第2図）。
基盤地圏 (BASEMAP) データの作成に当たっては GADMより CountryおよびFile
formatをそれぞれ指定してダウンロードを行った後， GISでの読み込みを行った。生成され
た各ポリゴンにはID番号が付されているが，地誌データを扱う際に， 自治体の名称に当たる
行政区名での地域統計が主体であることから，分析の際のハンドリングの利便性を考慮して，
中国地園出版社刊行の I中国地理地図集』最新版を参照し，各ポリゴンに対して漢字による行
政区名を再指定した（第3図）。
3.2 地域統計データ作成
中国における省単位の統計データは「中国統計年鑑』による書籍のほか，国家統計局 HPか
らもcsv形式で入手が可能となっている。これに対して，地級市単位のものについては，現行，
中国統計出版社刊行の r中国城市統計年鑑jの書籍・紙ベースからのみ入手が可能である。そ
のため，本研究では，データ入力の効率性を考慮して， OCRスキャナーを援用してこれを行い，
複数回の数値チェックを経た後，データベースを作成し，「経済区」「省」「地級市」の階層構
造のもと，地図データとの連動設定を行った（第4図）。
本研究で用いた「中国城市統計年鑑Jは国家統計局城市社会経済調査司により集計され，
社会，経済（労働），環境を対象としてデータが公表されているが，西部地域においては広大
な乾燥・山地が広がり人口密度が極めて低いため社会経済統計としてのデータ集計が困難であ
ることから，欠損（未取得）地域が多いことが特徴として挙げられる。
4. 中国における水資源・環境分析
4.1 全国における水資源量の動向
中国における水源は，南部では地表水に，北部では地下水に依存する割合が高いことが特徴
として挙げられる（第5図）。 2000年から 2010年における全国の供水総量と生活用水量の占
有率の推移をみると，供水総量では2003年に落ち込みがあるものの，一貫して増加傾向にあり，
同時に生活用水の占める割合も，2000年の 10.4％から 2010年には 12.7%まで上昇している（第
6図）。ただし，急速な都市化と生活の高度化が進む中で水需要は増加しているものの，増減
率では供水総量において年次によるばらつきが見られるほか，生活用水量においても伸び率の
鈍化がみられる（第7図）。その一方で，雨水（降雨）を由来とする供水源に対しては地球
規模での気候変動などが指摘される降雨量の増減幅が大きく（第8図），中長期的には水の安
定供給の困難も想定される。こうした状況下において，南水北調での物理的な水量確保と同時
に，第 1次5ヶ年計画 (2006年～2010年）において「節水による水資源管理の強化」が重
点課題として明記されるなど，住民自身の取り組みを促す政策も進められている。
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本研究では，地級市単位での水資源量について， 生活用水，工業用水を含む「都市用水」の
供水量の変化に着目し， 1990年より 5年間隔で2010年までの6時期 (20年間） の変動を検討
する。分析にあたっては， 2時期間 (5年間）における各地級市への供水量の増減量を算出し
た上でGISを用いて可視化した。1990年から 1995年にかけては，全国的に供水の増量がみら
れた（第9図）。 1995年から 2000年にかけては， 内陸地域で供水量の顕著な減少傾向がみら
れたが（図 10),2000年から 2005年には，東部沿岸の大都市への供水量が増大している （図
11)。直近の 2005年～2010年においては，揚子江沿岸の中流域の地級市において，供水量の
減少がみられたものの， 西部大開発による内陸工業都市の発展などに伴い， 四川省成都市や重
慶市などにおいて供水量が増加していることが特徴として挙げられる （図 12)。
第13図から第 16図に， 地級市単位での居住者一人当たりの日生活用水量の時系列変化を示
す。本図から， 一貫 して南部において比較的豊富な生活用水量がみられた反面，北部では
2005年以降において低位にとどま っている地域が拡大しており．南北間においてその格差が
顕著になっていることが特徴として挙げられる。
4.2 北部沿岸総合経済区（北京経済圏）における水資源量の動向
本研究では．南水北調の主要な導水先となっている北部沿岸総合経済区（北京市・天津市 ・
河北省 ・山東省）をユニットとして水資源量を分析した。第2表に2005年と 2010年における
本経済区における水量動向を示す。域内全体における供水総量は． 1.95％の増加がみられたが，
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第2表 北部沿岸総合経済区の水量動向
＼ 1人当たり年平均 1人当たり年平均 1人当たり日平均供水総量 生活用水 生活用水量 生活用水量 生活用水量供水量 （域内） （北京市） （北京市）万 t 万 t m'/人年 mツ人年 L／人日
2010年 554;241 182,701 30.2 52.3 174.9 
2005年 543,666 181;203 31.7 46.3 152.9 
この間における年間一人当たりの生活用水量は 31.7m3から 30.2m3へ微減している。しかし，
北京市においては，逆に46.3m3から 52.3m3へと増加しており，一人当たり日平均生活用水量
においても同期間において22.0Lの増量がみられた。
地級市別での供水総量の増減をみると，北京市において 1万t以上の増加がみられる一方，
外縁部の自治体においては減少しているなど，全域で水不足が懸念されている本地域において
も，南水北調による水供給は必ずしも一律ではないことが明らかになった（第 17圏）。生活用
水供水量を人口で除した一人当たり生活用水量では， 2005年から 2010年にかけて，北京市に
対する収敏度が高くなっているほか，用水量の増加もみられるなど，南水北調により通水が開
始された一定の効果が表れているとみることができる（第18図第 19図）。しかし，南部の
山東省の一部においては依然，水不足地域が存在するなど，域内の水資源偏在もみられた。
4.3 水質管理の動向
中国では水不足に対する水量確保と同時に，水質汚染に対する取り組みも同時に進められて
いる。具体的には工業汚染対策に重点を置いた「汚染物質排出費徴収制度」 (1982年）や，
COD, リン，窒素の総量規制を含む排出基準の制定 (1996年）が行われ，この中では国家
排水基準 (GB)に加え，さらに地方基準や業種別基準が厳格に設定されている。
これにより工業排水基準の達成率は徐々に上昇し， 2010年における全国平均では95％を上
回る成果が得られている（第20図）。しかし地域別にみると，北部沿岸総合経済区を含む「海
河流域」では，飲料に適さないとされる中国水質基準w類以下の割合が62.8%を占めるなど，
依然として深刻な汚染状態にある。
ところで，生活汚水に関する下水処理インフラの整備は， 1980年代以降，地方政府による
資金投入や国際金融機関の支援のもとで取り組みが本格化したが， 2002年には「市政公用事
業市場化」が実施された。これにより民間資本の参加が進み，国内企業はもちろん，外資系企
業の積極的な参入が相次ぎ， 2005年から 2010年にかけて，処理率の大幅な改善傾向がみられ
た（第21図・第22図）。近年，水資源の有効利用の観点から，「再生水」への取り組みも進め
られており，北京市では， 2008年に処理場4箇所， 日処理能力 25万m3であったものが，現
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在では，同 9箇所， 65万m汀こ施設規模を増大させ，北京市における水源割合のうち，約
10％を占める，それらは，飲用には適さないものの，「中水」として工業用を含む洗浄やトイ
レ用水洗，森林保護用散水などを主な目的として利用されている。
5.水道料金価格の地域的特徴
水資源の適正管理においては，水道料金の適正化による経済的誘導施策が挙げられる。既往
の中国の水資源研究においては，量的側面からのアプローチが主体であり，必ずしも水道料金
を含む政策や地域間格差などについては言及されていない。本研究では同国における水道事
業の所管組織の特徴を明らかにしたうえで，地級市単位での水道料金の特徴を検討する。
世界保健機構 (WHO)，国連児童基金 (UNICEF)による 2004年時点での中国における戸別，
公共を含む水供給施設の普及率は77%となっている。さらに戸別の給水受益者の内訳をみる
と，都市部で87%，農村部で57%となっている。
中国における水道事業は， 1998年に独立採算に向けた水道料金に係る国家指針が公表され，
水道事業の機構改革が実施されている。これによれば，料金改定がそれまで中央政府の承認事
項であったものを地方政府に移管したほか， 2000年以降において，施設整備を公共財源のみ
で賄うのではなく，民間投資の誘致が囮られている。直近の世界銀行の統計では，上下水道に
19事業者が，下水道に 23事業者が民間から参画している。同事業体の形態は，コンセッショ
ン (Concession)，資産売却 (Divestiture)，新規事業 (GreenfieldProject)，管理・リース契
約事業 (Managementand Lease Contract)であり，フランスの大手水企業が参画している
ほか，中国国内の民間企業も近年では活発な事業展開を行っている。
水道行政に係る中国の中央政府の分掌は，水利権を含む水源管理全般を所掌する「水利部」
であり，このもとに，環境保護政策の策定を担う「環境保護部」，水道水質基準の設定などを
担う「衛生部」がある。また，水道技術や設計，建設については「住宅，都市農村建設部」が
所掌している。取水許可については，水利部（中央所管部門）のもと，地方を所管する水利局
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が担当し，取水以降の給排水については，民間企業を含む水道事業体がこれを実施している。
そのため，中国国内の水道料金は，都市，地域ごとに異なっており，本研究では， 8大経済区
に分類したうえで，生活用水に関する 2005年と 2010年の水道料金に関して比較検討を行う。
中国における水道料金は，上水を意味する「自来水」と，汚水処理のそれぞれlm3単価の合
算値で構成されている。
生活用水料金変動の特徴を，各経済区における水資源量などの動向と勘案してみると，水量
が相対的に少ない北部地域および内陸の経済区においては， 5年間における大規模な料金の値
上げは行われていない反面，域内の水道料金に大きな偏差が存在している（第 23 図•第 26 図・
第 27 図•第 28 図•第 29 囮）。
一方，水資源量が多い東部沿岸域や南部の経済区においては，域内の価格のばらつきは少な
いものの， 2010年にかけて料金が上昇している地域が多くみられる（第24図，第25図，第
30図）。個別の都市における水道料金の変動をみると，首都・北京市では， 1997年に 0.80元／
面であったのに対し， 2010年には4.00元／m3と5倍に増加しているほか，重慶市では同0.85
元／m3から 3.25元／m3と3.8倍に増加している。
工業用水においても生活用水と同様の傾向がみられたが，中国における工業用水は，生活用
水に比べて約 1.5倍程度高く料金が設定されており，近年では，その値上げも徐々に進んでい
ることが特徴となっている。
6.結論と課題
本研究では，中国における水資源問題に対し，既往研究の多くで行われてきた省単位での地
域統計ではなく，二級行政区（地級）単位での統計データを用い． GIS技術を援用してより詳
細な域内動向の把握と時系列変化の要因についての検討を行った。本研究で得られた結果は以
下の通りである。
l)中国の水資源量自体は同規模の国土面積を持つ米国やカナダとほぼ同量であるが，一人当
たり水資源量では，世界平均の3分の 1程度にとどまっているほか，降水量，水資源の分布と
も不均ーであり，「軽度の水不足国」となっている。
2)中国における供水の水源は，南部では地表水に，北部では地下水に依存する傾向が強く，
特に首都北京市を含む北部地域において深刻な水不足が発生し，将来の経済成長の阻害要因と
なることが懸念されている。同国では， 2002年より南部を流れる揚子江から取水を行い北部
地域へ導水する「南水北調」事業が着工された。通水が開始された2008年の前後で域内の生
活用水量の比較を行った結果，域内に偏差は依然見られるものの，北京市においては用水量の
増大が図られ，南水北調による一定程度の効果がみられた。
3)本研究では，既往研究において研究蓄積がやや少なかった，中国国内の水道科金に着目し，
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地級市単位での検討を行った。同国では， 1998年以降水道事業の事実上の市場化が行われ
ており，地域の水資源量の多寡が影響しているとみられる料金の地域間格差がみられた。また，
特に大都市では近年，水道料金の大幅値上げが実施されている。
外国地域における既往研究のうち，土地被覆，気象などに関する地球規模での分析では衛星
データ等を用いたリモートセンシングによるマクロレベルの研究が数多く蓄積されてきてい
る。一方で，行政区を単位とする社会・経済に関する CENCUSデータによる GISを用いた地
域構造分析の中でも特に小地域統計区を対象とした研究に対しては，データ入手の困難性など
から，一定の限界が指摘されてきた。これに対して，本研究では，国別の行政界地理情報デー
タベースのGADMを用いることで外国地誌研究における GISの援用事例として，より詳細な
行政区単位での分析を行うための基盤地図データの作成及び中国を事例とした分析方法論を提
示した。海外調査においては，国家の事情や言語の違い，コストの問題などから現地で収集で
きる情報にはどうしても限界が存在する。また，対象とする国や地域によって，データ精度に
ついても決して無視し得ない問題が生じやすい。とはいえ今後においては地図化による定量
的な地域特性を示すことによって，従来の記述的地誌学研究をふまえながら，科学的分析を志
向する新たな地誌学研究への応用を図り，研究を蓄積していくことが課題である。
近年の研究では，本研究で示した生活用水量の不足に対する居住者視点での意識や対応行動
について，上海を対象とした研究（坪井ほか2003,坪井2007)や，北京を対象とした研究（坪
井ほか2007)も行われているが，今後も継続して南水北調による導水の成果や影響，節水施
策の効果や行動などについても検討していく必要がある。
中国では，第10次5カ年計画により 2000年以降「西部大開発」のもと内陸部の工業発展が
進められている。しかし中国全体での産業構造は労働集約的な軽工業によるものから，電機・
電子産業や自動車産業など生産工程上，多量の水を要する高技術産業が増大しており，今後に
おいても，より多くの水資源が求められるほか，水不足が内陸地域へ拡大することも懸念され
る。そのため，中長期の時間軸において，より明確かつ詳細に地域の実態を掌握するための小
地域（地級市単位）の視座から，人口，労働，医療福祉，産業構造をはじめとする社会経済分
野に関するデータの蓄積を進めると同時に，他分野とも連携した研究を進めていくことで中国
の地域変化と将来像予測に資する検討を行っていくことも重要な視点である。
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Analysis of Regional Structure on the Method of GIS Using 
Regional Census in China: as a Case of Trend on Concerning 
Water Resources and Environment 
TSUBOI Sotaro 
In china, the People's Republic of China Water Law was enacted in 1998. The law has 
taken measures to protect and manage water resources and to prevent flood disaster. 
However, in the mid-1990s that rapid economic growth of China started out, issues 
concerning water shortage have been previously pointed out becoming a factor that 
impedes economic growth in the medium to long term. Responding to this situation, in 
twenty first century, the law was significantly revised in consideration of the water resource 
environment. The new law put effort into the enforcement and developing technology of 
water-saving, the suppression and recycling of water demand, and the adoption of water-
saving irrigation. 
Past many studies on China have used statistical data in units of first-class 
administrative districts (provinces, municipalities, autonomous regions), understanding and 
analyzing macroscopically various sorts of event concerning water resources. In order to 
grasp more detailed regional distribution and relationships between regions, it is 
indispensable to analyze on the basis of statistical data in subordinate administrative units. 
For the reason, this paper is intended to examine water resources using regional census for 
prefecture-level city which is one of the administrative units of China, analyzing by the 
method of GIS. This research also considers effectivity of analyzing on the base of GIS 
method in the case of using regional census to study on regional geography of foreign 
country. 
Results of analyzing are substantially as follows. Water resources of al the country in 
China are no small, the distribution of rainfall amount however is unequal regionally, in 
addition per capita water resource in China account for one third of global average. 
Responding to this situation, China begun the South-North Water Transfer Project in 2002. 
One part of the project reached completion in 2008. With rapid economic growth in the new 
century, urbanization and industrialization in inland of China have made progress rapidly, 
water demand in these regions has become enlarged. In the prefecture-level city of Beijing 
and the surround areas to, it rightly observed by analysis that the demand of daily life 
water has expanded rapidly, and the above project has effectivity. In the water supply 
operation in China that was de facto in fact commercialized after 1998, inter-regional divide 
of water bil has been expanding, especially it in large cities has increased in price 
massively. It was suggested that fluctuations in water bil in China and inter-regional divide 
are also related to water resources. In the case of using regional census in studying on 
regional geography of foreign country, it was also suggested that GIS method on the base of 
GADM has effectivity as drawing up of base map to analyze in more subordinate 
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administrative units. 
Keyword: South-North Water Transfer Project, Water resources, Geographic Information 
System, Prefecture-Level city, Regional Census, the People's Republic of China 
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第23図 北部沿岸総合経済区の生活用
水量料金変動
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第24図 東部沿岸総合経済区の生活用
水料金変動
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第25図 南部沿岸総合経済区の生活用
水料金変動
第26図 東北総合経済区の生活用水料
金変動
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第 27図 大西北総合経済区の生活用水
料金変動
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第28図 大西南総合経済の生活用水料
金変動
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第29図 黄河中源総合経済区の生活用
水料金変動
第 30図 長江中湘総合経済区の生活用
水料金変動
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